
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形県立楯岡特別支援学校寒河江校 

寒河江校だより 
令和3年７月２１日 

第４号 

文責 教頭 森谷 

1 学期 がんばったこと た～くさん！ 
 12 名の児童でスタートした令和3年度。新型コロナ感染症予防の「新しい生活様式」

を踏まえた対策を行いながらではありましたが、子供たちは大きな事故やけがなどもな

く、元気に安全に過ごすことができました。これも、保護者や地域の皆様より、本校の教

育活動に御理解と御協力をいただいているからこそと思います。ありがとうございます。  

 

 日頃の学習はもちろんですが、1学期は入学式や始業式、創立記念式、運動会、県の補

助事業「さくらんぼもぎ取り体験ツアー」での校外学習、地域の方から笹竹を御提供いた

だいての七夕集会など、大きな行事や学習も実施できました。 

昨年度実施できなかった授業参観も実施日を分散して行い、 

保護者の皆様に学習の様子を見ていただくことができました。 

子供たちは、とても張り切って学習に取り組んでいました。 

おうちの方のあたたかな眼差しが子供たちのパワーとなった 

1週間だったなと思います。 

 

子供たち一人一人の成長もたくさんありました。A さんは「おはよう」や「さような

ら」と声に出して挨拶ができるようになりました。B さんは大きな声で泣いてしまうこ

とがぐんと減りました。Cさんは友達に優しく関われるようになってきました。 

新しいことにもたくさんチャレンジしながら日々の学習を積み重 

ねることで、ゆっくりと、少しずつ、確実に、力をつけることができ 

ました。 

 

感染症対策という点からも、これまで行ってきた学習を計画し直 

したり、新しい学習活動を検討したりし、子供たちのより良い学びに 

つなげられるように取り組んできたところですが、まだまだ工夫で 

きることがあると思っております。保護者の皆様や地域の皆様には、 

今後もお気づきの点等をお聞かせいただければと思います。 

 

コロナ禍での2回目の夏休み。オリンピック・パラリンピックが行 

われる夏。感染症対策が続きますが、御家族で、また地域で、楽しい 

思い出をたくさん作っていただけたらと思います。夏休みもいろいろ 

なことにチャレンジし、パワーアップした子供たちに会えることを、 

教職員一同楽しみにしています！ 

地域の方から七夕の笹

竹をいただきました。 

さくらんぼ狩り 

高松小１・２・３年生も短

冊を飾ってくれました。 


